
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今夏は、日本でも世界の各地でも、“沸騰”するような記録的な猛暑となりました。また、大雨や

暴風の災害も頻発し、各地で深刻な被害がありました。地球的視野に立って、気候変動の課題をと

らえ、持続可能なエネルギー源の採用や温室効果ガスの削減などの対策を真剣に考えなければなら

ないと感じている人も多いのではないでしょうか。 

さて、９月に入り２学期がスタートしました。暑い日がまだ続くようですが、引き続き熱中症な

どに十分注意して、一人一人が充実した生活を送ることができるよう期待しています。 

 

 ２学期始業式にて、校長から生徒たちへ次のような話をしました。 

まずは皆さんが無事に、元気に２学期を迎えられたことをとてもうれしく思います。終業式で、夏休みを
有意義に過ごすための「目標」をしっかり立て、行動してほしいとお願いをしました。夏休みを振り返って、
有意義な夏休みになったでしょうか？今日から２学期がスタートします。皆さんがしっかりと「目標」を持
ち、充実した２学期を過ごしてほしいと思います。 

さて、９月１日は何の日かご存知ですか？ 

「防災の日」です。この日は関東大震災が発生した日であり、台風シーズンを迎える時期でもあるため、
「防災の日」が創設されました。今年は、関東大震災から１００年の節目を迎えます。災害は突然訪れるも
のです。いつ、どのような状況で遭遇するか分かりません。しかし、知識と準備が私たちを守る力となりま
す。地震や台風などの自然災害に対する基本的な知識を持ち、適切な対応ができるようにしましょう。 

本日は、本校初代校長である石原校長先生とお会いしたことから、校歌についてお話ししたいと思います。 

本校は昭和６１年４月に開校し、今年で創立３８年目を迎えました。初代校長は石原孝一（いしはら   
こういち）校長先生で、校歌の作詞にたずさわりました。校歌の制作にあたって、石原校長先生は、江戸川
の岸辺を歩きながら感じたことを、俳句のように５文字、７文字の言葉にまとめ、１番は春、２番は夏、３
番は冬の季節をイメージして作詞されました。 

１番の校歌の歌詞を思い出してみてください。 

さみどりにおう（７文字） えどがわの（５文字） ゆたかなながれ（７文字） たゆみなく（５文字） 

このように校歌が作られています。皆さん、気づいていましたか？ 

また、１番に登場する「江戸川」は、川が海にたどり着く様子を通じて、広がる海に、君たちの「希望の
夢」が広がる姿を思い浮かべたとのことでした。 

校歌の３番では、シラサギが登場しますが、古くから鳥は「幸せを運ぶ」ものとして親しまれているため、
鳥を登場させ、さらに、「ま」で始まる言葉の配列を意識して作詞されました。 

「しらさぎ まえば」の「ま」 「学びや」の「ま」 「学ぶ」の「ま」 「まことのみち」の「ま」 

こうすることで、なごやかな音のならびになったそうです。 

最後に２番が完成しました。１番で「川」、３番で「山」を登場させたので、「野」をイメージして２番の作
詞を行ったそうです。私がこの２番の歌詞のなかで注目する点は、「生きる力」という言葉を使っていること
です。 

教育現場では、2020 年 3 月に新学習指導要領「生きる力」が文部科学省より公示されました。人工知能
の普及やインターネットの生活への浸透により、社会や生活が大きく変わると予想される時代に、変化を前
向きに受け止め、人生をより豊かにしていくためにどうすべきか、主体的に考え出すことができる力が「生
きる力」です。これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても自ら課題を見つけ、自ら学び、自
ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現して欲しい。そうした願いが 2020 年度から始ま
った新学習指導要領には込められています。 

石原校長先生曰く「戦前、戦後を経験した者にとって、学ぶということは「生きる力」をつけること。別
に新しい言葉ではない」とおしゃっていましたが、石原校長先生が、未来を予測するかのように、２番の歌
詞のなかに「生きる力」という言葉を盛り込んだこと。私は、とてもすごいことだと考えます。 

校歌の内容について、すべてを語りつくせていませんが、また、機会があればお話したいと思います。 

妙典中の校歌は、皆さん一人一人が光り輝いてほしいとの願いが込められたすばらしい校歌です。校歌を
歌うときは、校歌の美しさや歌詞の意味を感じながら、誇りをもって歌ってほしいと思います。 

終わりに、今日から新学期が始まります。１学期できなかったことを、新学期が始まるにあたり、自己成
長の素晴らしいチャンスととらえ、２学期も充実した学校生活を送ってほしいと願っています。 

 

  

 
学校教育目標 未来を拓く妙典中生徒 ～明るく・正しく・美しく～ 

○ふれあいを大切にする生徒 ○進んで学ぶ生徒 ○頑張り抜く生徒 令和５年９月４日 

表題「息吹」は、妙典中校歌、２番の歌詞「♪～世界の息吹うけとめて、生きる力を身につけん～♪」から付け 
ました。「０５」は令和５年度を表しています。生きる力を身に付け、未来を拓く妙典中生の育成を目指します。 



１学期に実施した学校評価アンケートの結果をお知らせします（回答率８7．2％）。 
ほとんどの評価項目において、市内平均及び昨年１２月の評価を上回る結果とな
りました。昨年１２月より大きく改善された項目については高評価を保てるよう
に取組を継続してまいります。また、評価の低かった項目については、結果を真
摯に受け止め、課題を明確にし取組を検討し、今後もより良い学校運営を目指し
てまいりますので、より一層のご理解ご協力をお願いいたします。 

 
4：そう思う（よくできている） 3：ややそう思う （できている） 2：あまり思わない（あまりできていない） 1：そう思わない（できていない）  
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確 
か 
な 
学 
力 

1 お子さんは、授業がわかりやすいと言っている。 16.0 62.0 18.6 3.3 78.0  77.0  72.4  
 

2 お子さんは、わからないことを自分から調べるなど、 
いろいろなことに興味を持って学習に取り組んでいる。 15.5 48.3 31.2 5.0 63.8  61.0  60.2  

 

3 お子さんは、家庭学習の習慣が身についている。 20.7 38.5 31.7 9.1 59.2  58.0  56.5  
 

豊 
か 
な 
心 

1 お子さんは、友だちや近所の人などに、自分から進んで 
あいさつをしている。 36.3 48.3 14.0 1.4 84.6  82.0  83.9  

 

2 お子さんは、自分の役割に責任を持って取り組んでいる。 42.4 47.0 9.9 0.8 89.3  89.0  89.7  
 

3 お子さんは、誰とでも優しく関わっている。 44.2 49.3 6.2 0.4 93.5  94.0  93.4  
 

健 
や 
か 
な 
体 

1 お子さんは、すすんで（外で遊ぶなど）体を動かしている。 34.1 30.2 24.5 11.2 64.3  62.0  55.8  
 

2 お子さんは、自らの安全（交通事故・けがなど）に気をつけて
生活している。 43.6 48.9 6.9 0.5 92.6  92.0  93.0  

 

3 お子さんは、規則正しい生活習慣（睡眠・食習慣など）が 
身についている。 24.3 48.4 22.2 5.1 72.7  72.0  67.7  

 

信 
頼 
さ 
れ 
る 
学 
校  

1 学校は、目指す子どもの姿や学校経営方針について、 
保護者に理解されるよう努めている。 21.3 65.5 11.8 1.4 86.8  83.0  83.9  

 

2 学校は、保護者や地域の方々とともに、子供を育てる取組を
進めている。 20.5 65.1 13.0 1.4 85.6  82.0  85.0  

 

3 学校は、 保護者の思いや願いに対して適切に対応してい
る。 20.8 63.9 13.1 2.2 84.7  82.0  83.9  

 

4 学校は、特色ある取組や教育を進めている。 14.9 58.4 23.7 3.0 73.3  70.0  69.4  
 

5 学校は、子ども一人一人に適切な指導や支援を行っている。 14.9 62.1 20.0 3.0 77.0  75.0  73.3  
 

独
自
項
目 

1 学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。 19.5 65.6 12.8 2.1 85.1   85.5  
 

2 妙典中学校に入学させて良かった。 41.3 50.7 5.9 2.1 92.0   89.7  
 

  ※「確かな学力」の項目はいずれも市内平均を上回り、昨年１２月からも評価が大きく上がりました。ただし、
２（自ら学ぶ姿勢）、３（家庭学習）については肯定が７割に届いていません。『やらされる勉強』ではなく『自
ら学ぶ』姿勢の育成を目指した指導をより一層重視するとともに、タブレットの活用を推進して家庭学習の充実
を図ります。「豊かな心」の項目は比較的高い評価をいただいていますが、引き続き、道徳教育をはじめ、学校生
活全般において、豊かな心の育成に努めてまいります。「健やかな体」の項目１（体を動かす）については、コロ
ナ禍の制限がなくなり運動の機会が増えたことにより評価が上がったと考えられますが、今後も運動習慣や生活
リズムの改善を重点として取組を推進します。「信頼される学校」及び「独自項目」でも比較的高い評価をいただ
きましたが、４（特色ある教育）、５（一人一人に適切な指導支援）でもさらに良い評価がいただけるよう、家庭
地域の力を借りながら「特色ある教育活動の推進」「個別最適な指導や支援」に取り組んでまいります。 



・野球部   市川市・浦安市総合体育大会  第３位 
・サッカー部 市川市・浦安市総合体育大会  B ブロック第３位 
・陸上部   市川市・浦安市総合体育大会  男女総合 第３位  女子総合 第３位  男子総合 第３位 
                      ３年女子 100m 第１位（県大会出場）第２位（県大会出場）  

共通女子 100ｍH 第１位（県大会出場）第４位（県大会出場） 
共通女子４×100ｍリレー 第１位（県大会出場） 
共通男子４×100ｍリレー 第５位（県大会出場） 
３年男子 100m 第５位（県大会出場）  共通男子 200m（県大会出場） 
共通男子走幅跳（県大会出場）  共通男子４00ｍ 第６位 
共通男子ジャベリックスロー 第２位  共通男子 800m 第７位  
共通女子 800m 第６位  共通女子 1500m 第６位 
２年女子 100m 第８位  ２年女子 100m 第７位  共通女子走幅跳 第８位 

千葉県総合体育大会      共通女子 100ｍH 第５位（県強化指定選手）  
・剣道部   市川市・浦安市総合体育大会  女子団体 準優勝（県大会出場） 
・バドミントン部 市川市・浦安市総合体育大会  女子団体 第３位（県大会出場）  男子ダブルス 第５位 
                      男子シングルス 第３位 女子シングルス 第３位 
・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 市川市・浦安市総合体育大会 第３位 
・男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 市川市・浦安市総合体育大会 第３位（県大会出場） 
・男子ﾃﾆｽ部  市川市・浦安市総合体育大会  団体の部 第３位  個人の部 第５位 
・水泳    千葉県中学校水泳競技大会   男子 400m個人メドレー 第４位（関東大会出場） 

千葉県総合体育大会      男子 400m 個人メドレー 第７位 
・吹奏楽部  第６５回千葉県吹奏楽コンクール A 部門  銀賞 
・合唱部   第９０回 NHK 学校音楽コンクール千葉県コンクール予選  奨励賞 
・パソコン部 ＩＣＴプロフィシエンシー検定 2 級合格１名 準２級合格１名 ３級合格２名 ４級合格２名 
・千葉県歯・口の健康啓発標語コンクール 中学生の部  奨励賞３名 


